
建設業法等の一部改正により、令和３年度からの技術検定試験は、次のように変わります。

（１）試験の構成について

現行制度では、学科試験・実地試験として実施していますが、新制度では、第一次検定と第二次
検定に分けて実施します。

（２）検定合格者に付与される資格

現行制度では、学科試験・実地試験の両方に合格した者に「施工管理技士」の資格が付与されました
が、新制度においては、第一次検定の合格者に対し「施工管理技士補」の資格が付与され、第二次
検定合格者に対し「施工管理技士」の資格が付与されることになります。
これらの資格は、両方とも一度取得すると、永久の資格となります。

施工管理技術検定の 令和３年度 制度改正について



（３）１級受検資格の見直し

２級の第二次検定に合格した者は、１級の受検に必要な実務経験を満たす前でも、１級の第一次
検定を受検することが可能となります。
この場合、１級の第二次検定は、１級の受検に必要な実務経験を得てからの受検となります。

（４）検定基準（試験内容）の再編

現行制度では、学科試験は知識問題、実地試験は能力問題で構成されていましたが、新制度では、
第一次検定では、知識問題を中心に能力問題が追加され、第二次検定では、能力問題を中心に知識
問題が追加されます。



級別種目別の検定基準は、以下のとおりです。（受検種目をクリックしてください）

＜１級土木施工管理の検定基準＞
＜２級土木施工管理の検定基準＞
＜１級管工事施工管理の検定基準＞
＜２級管工事施工管理の検定基準＞
＜１級電気通信工事施工管理の検定基準＞
＜２級電気通信工事施工管理の検定基準＞
＜１級造園施工管理の検定基準＞
＜２級造園施工管理の検定基準＞

（５）令和３年度技術検定の合格基準について

国土交通省から「令和３年度技術検定の合格基準」が次のとおり公表されています。
特に、１級の第一次検定の合格基準は、従来の学科試験とは異なる基準が設定されていますので、
ご確認をお願いいたします。（リンク先：国土交通省ホームページ）

○令和３年度技術検定の合格基準について
○技術検定試験の個人の成績の通知について

（６）受検手数料について

技術検定の受検手数料は、建設業法施行令第４１条により定められており、令和３年度からの
技術検定の受検手数料は、次のとおりです。

第一次検定 第二次検定 第一次検定 第二次検定
10,500円 10,500円 5,250円 5,250円
10,500円 10,500円 5,250円 5,250円
13,000円 13,000円 6,500円 6,500円
14,400円 14,400円 7,200円 7,200円

管工事施工管理
電気通信工事施工管理

造園施工管理

検定種目
１級 ２級

土木施工管理

https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_02.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_03.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_04.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_05.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_06.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_07.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_08.pdf
https://www.jctc.jp/kentei/info/kentei20210106_09.pdf
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001379175.pdf
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/content/001379176.pdf

